
γ-MnNi合金における相変態の特徴
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至ま.まえ 〆 丘

Mn-(12-25)aLPvNiÅ金の禍 悔随 危痛亀5cc)は老遊動 qso･//-W.d ●) rt･(痩
盤であ春頃 胡 座iRL-よ()勤晶出勉の彪 戒で;Ni組か よ媚 勘魁 の鮎 をいく
っがの準を見舶 示F.康妹 メ細 動摘注された用ElFig･,)"でLS,13oL餌 以下の合

釦 癖此勉<1の面′L'車や彪 (fc石碑示し, 573

豊 -31.3貰 忽 念 慧 莞 協
動 ヒによL)脇継-友親融解 皇示し,さiL=

fcc-fat(a/a>T幽 妥産む示す･==Z･;れ
ら低温柏･高温椙とも本朝 腰 度盛体で･あるの

が特赦でtbる.Thite,SDnE2'13;Mn基金金

(HnCu,HnCr,～MnAu)¢fcc-fc土崩東経の類
紛 ら, Mn-(10-30)aL名NiB釦)急新相

をX線回離 開六,Hn-(12-25)oLgNi合金は室温

可ctR{約 三とi戚証したカi;fcc-fct(A,1)
相変乾ptマJLテンすJ上倉産であることを払終

づけち愛執三峰う為鮎涙≠甥証すろ二とIまで･

孟芝蒜 表 oBfac,cce-foc発 禁 慧 慧
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妄LL:tZ･j･慧 定 説 豪 gzl芸,1漂 驚 Lf;-QTXbaf賢oj=C,C豪 諾 /Tt讐
ォノンo'凄絶による2次の胡薮嚢腫朗 敢移げあろうと男1,られていもー と類似し乙

㌫ 芸 2 ,が完 窟 鴛 畠 窓 際 莞 禁 ,47;詰 忘f=,PSg# :;芸&

り網句 れひ る｡ゼの彪凍,徴封才Mn85Ni?CiはTc-1r75Ki禎盛音響モード･フォ

ノン(〔110】T.,塊 べクトレ亡110])のソフト他:纏う2次の席鯛 轍 摘 こし,雑品全

しかL伝が､ら,鵬 如 戯 動 ヒの

篇 急 鐙 憲 Lf,df空 ㌶ 湯 :I:k融 であ的 紺 nNL組 の恥 必
ずLi'類戒であるとは古い匪 し)'ミ' -乳 MnNl冶金嚇 痩一皮瑚 脚 を示すヱ
とがら,及弥益鮭簸勃ヒL=碑う磁象♂増大ヵTllOll舶 磯品物成L=離 するとすち知奏

鮎 もあち'.F'これ細線 二ついでLi, Zq舵にヤング率･拙 者･現 時線の測度'l'("
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電鋼 塊測 EL:'''Eb顔利之'"舶 乙執 政 ･d l'が裾われていみ.i,h､i,,現在のとこう
この相愛線の搾断切Elにされ乙いるとは畠えrJい.他の相愛軌 瑠1L･では,互頭重dLご

巽T的錨抑 風 こ起ヱる藤3度経であ(),2次の相愛経であろうと超刺され如t:それ
らを芙証した狩免跡地無で;さらL弓鋸朗磯の愛熊挙動(農面起疾動じなtI)gi古晶掌的

L二, また, 耳JI雛 昭L=綱べた伽 ない.易者殉 才一怖血 合金L=&.[する軸 の出現

h'tl I凡基金金(InTA''';̀'vlnCd"3,'InPb":'InSnLI5')にあける準宴鼻歌温相G)出現と超吠

しておE),また,MnNi各金(-Jけち変錐題嫁の組成依存姓がLl基合金のそれと類 軟L,

認 諾 Z_…警 護 急遽 L̂?,毎 霊 警 三鷲警禦 otLt妄急設 誓 基

52.試料試製rjb･zF'(=夏簸.oA法
試粕招魂はMn(qq.qqAJとNL(qq.q2%)から鼻空中(10-Spa),1300oCご30分欄の溶

解を2凄勉 して遜婁された｡戯 後,鼻監房拷 中でq50 -7000℃,4ehの均勘 班 壁

を殖L,,孝の後水鵬 釦 ,,触 逓 L=て0.2m仇尊のMn-(12-25)aL名Ni鰯 観を
易曝 しf:-_.=れらの;t級 の丘確な組成は呆鰍 と挙動材L=よ()離 された｡各真破窮地
前に,城田扱録痩 qED･7α舵 に30h風塚番L,,水中,急冷後,通名な表面萌葱ヌ噌 (
蘭断 葱か ,)>商クElA顧混刺 を施L,,X線団折鶴 皮紛 干渉顕繊 疲私
感各回新･奄3･細 魚舶 よが電鮎を甜蛭周り名和 池 とL,た. 魔 手屋敷内畠度妥
化は,主とL,i200,020,002度射重岡Lt,CLLj<d矧 =よる8-20x頗テ●ニプラクトメ

-ダ法(A2220E-1る胸 板)Lごよって浪渡されt:-_｡gf-_,虞手回新･触 Jよ2軸

U,A温ステージを腐i,たJ訓 ZDDCXを用いて行われた.飽 ヒ渡HnDの全くな )̀動き抜

面を得ろヱヒは富易でral乙,ほとん60触 =感3･E]庵∈壇上 ご翰ヒ戚o)掛値 か海醸
されr,_｡督免紹鴎の鋤 との剰EJ通 知弼 手法を軌 ､てkiわれf-_.本析究71'Li,以上
の名測定･鹿瞭摘 果(:より.朝嘘鮭のJA絡挙動の嫡微を飼うかL=L,r=｡

套3.如鮎名東 と男衆
(I)Mn-25.5J3.Ni雀虚 ‥鳥貌 かわ 冷却でも拭料納 まfcc軸 のままであり,

また,冷麦pt:致し何ら裏面起次を示JrJLl｡ -A,藤子妙 遜要彪 ヒの須波 で･Li,馳

姓-戯繍傾弼ゑ九 Lご用的 な観 相翫 t;各梢に対すみ鋤 数の違いが融 され
r-_坑 頗 虚血は知鏑賓内でt叔 3れrjかつrC.この澄勃乗数の逢 い榛勉に教をされ

ているTN点ftc強 喝放物 hEb)ぁ帥 はヤング牽細 腰 戸のスチッ勧 動 tEりJe)と威

俺L,ていろt,考えられるOK,.ヱの現象の朗 塘ゑ解扱ま卓絶の諜額でぁる｡

(2)Mn-17dJiN.･合金:象昆召ctlc/a)髄 であC),バン閏か 表面抄 録凝廉さ

A,三のfcc.-fc吉相麺 はマルチン1)卜変韓である1とがわ摘 3.)また,虜言直耕･

勧鰍 籍乳 ′くンド地 はL17礎嘘の場合と鞄 糾 1071璽 摘造L=よることが
戚転=れた｡X線巨財および電言回折で決定された軸比C/a離 れそれィ.014士0.002,
1.0[3±0.000Zttある｡電3･回新郎 には試華族面のHnO膚腔E:よる回鵬 藍搬 息
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と琴換る雇鋼励 瑠 柔さyL..r--がl･X線回教ではゼ九は赦 され帥 っr=･ また,この周･変
鮎 示す封師の混隻疲化のその場電動 薬品薪泉で･は,TIV崇付近で磁気堰 L=風連L,た

細躯 の異動 まafE･のられ五 T,J点より敏彦千の彪 Z.軸 線勘3伴うjct相 ¢/ぐ

ンド求 机)13威鮎録 が譜5)L;れち由Jであ,た｡逓覆上昇で14璃掴 の′ぐンド鹿 胞

の像コントラストが離 断 ;-M L,ほLi周一の温要戒で消失L金体埠cc周 L=rgつた｡

(3)Mn-15.201之N.･合金 :二の合金は Fig･2 の藤子定数の温度変化に示すようL_-,温

度イ@･f=i=よL)高潮 B(fcc)か;jet(C/aく1)矧 =, 士9L二二のfct相かり co頗 (a)b)
C)<の透次掲東熊を示れ また,彪 上昇ど

描 ,頻演題援房室かな癌麿を碑った
謡 -,Cf,tctt:

あ4硝勉とはJ11さく,矢掛綾内や蓮LS,fuと免
rJせる超 でぁち｡･回申の伺試料の電気あ続の

慧 蒜 慧 謡 窟霊 霊 芝三笠

fcb-jc頭波線では孝の尭化は屠L,くノいさし､｡
この港私 益塞着ろ極 L:簸壊しZいる如来̀L;'
-蚊L,てLlろ｡以上の叔変動 頭抗･L,て室温

のfcO相にはバンド底の煮離祓 欄 桑JyL,

髄重液(Fig･3)によL),それが(071)面(-_よ勿

jcc嘩 変酎 瀧蒸されち.各々

Fiq･3E一ectronandoptica一rnjcrograpns
foraJln-15.2at:こNia一loy.
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双晶彪 であること臓 されr=. 島鋸

威ぞ表面蹄変した吉相 左温熱払出 せて,

その表面璃熊を腰療L,た寿果,fcc,-fcも
相及姥で出塊L,たバンド淡の農地 が冶追

録 cb70-i票 慧 蒜:･欝 諾 意

ざれたfcoiaの′ぐンド頗 面勧塊 が連
続軌=々 の養成を戒少L乙,はばlla1-の愛

鮮象(fc8-jcc)と凌体が一風二滴射 る雄
武を邑すヱとがわれ た｡しかし,舟C-
如 ぷ庚鯉fu､くつがの細 島dJ始 る複

雑な展観乙如頓原されみ堵的では,上述
の範養縛だ暴虐涛三次の生成･滴奥 ま託のら
れ如 ､った｡fの可逆的な表面慮底劫とを



辞鴫する尉 及#)とL,乙Fig.46'iか;れも｡左側の田

L掘 晶系の動 ヒt-一対折 る塾正路の藤子か 旭 丘L,

朗 JJL=勤如Zの側面がう月r-_茸魂考面に垂直ぼ乎面上

の魔手必出 泉す｡二の題字如 J//iデルではfcもーjco
嫉 緒での個 の々僚多度か ;承 ､a)が海毅i'ぁろ｡

(4･)Mn-12.2oL乏Ni合金:Fib.5は格子度数･軸 比

の逼変動とを点1.2の廠 鐘横式は盛名らの顛葛L,

たMnCuの虜41/2'雛 していろ.三の合釦 伯遥相 (

fct)L=はflOl橘 拙 L--ふみバンド次表地 底が観

藤3yL,マルチンサ)卜滋経{あをヱ乙武わかる｡虚

勢象tttる双晶鵬St=Lま超与4凌 せん断乙LZの朗刀鍛

冶タ鳴動 首だ･められなかった｡3の点は,雌の用の′ヾン
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囲 叔島内紬こ

ついてil同額で
あった｡

FCC

∫

FCT
C/cL(1

∫

FCO

Fig･4Onepossiblemodeloflattice
defomationsforsuccessive
phasetransfonTlationsfcc-fct
(C/a<1)イco.

54.ま との

すMnNt･線 の勉変動 こぼ淡の強敵が為る.･

(a)無拡散的rjG子の塵塘移軌 二よる洛多度産で如 ,
膨畠紹･島名相と名木碗 Lj型脇 本1t･ある｡

(i)僅かL諸 なる蕗晶嬉子軌 二起 ヱ々頗鯛 及産であ

i),斎藤蕗の確績動ヒ, 及塵混食07虎@ ld/]lさく,
2;是あbいは碓ど2;栗の職嫁と好などみて Jt,テン

す1ト豪産(輿塵塵型)r分類され,ち.ユれ如 相変

額細 の勧矩 p-I0のGq/泉 は今kをQる稗 である.
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